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論 文 要 旨       
 
 

所属ゼミ 小幡 績  研究会 氏名 上保 博輝 

（論文題名） 
 
 
日本の中古不動産ビジネスに関する考察 
 
 
（内容の要旨） 
 
本研究では、日本における中古不動産市場の流動性の低さという問題点に対して、ビ

ジネスを通して解決する方法を考察している。 
具体的には、まず現在の不動産業界の問題点や業務内容について整理する。次に、実

際に成功している中古不動産ビジネスの事例研究を行い、成功要因を明らかにする。そ

して、それらの要因を踏まえた上で新たなビジネスモデルの提案と考察を行う流れとな

っている。 
事例研究においては本研究の目的とビジネスにおける実現可能性を考慮し、「中古不

動産市場の活性化に繋がるビジネスであること」「持続性があること」「スモールスタートが

可能なビジネスであること」という 3 点を採用の基準としている。 

分析においては、まず現在の不動産業界にある事業を「投資開発事業」「仲介事業」

「管理事業」の 3 つに分けて整理し、それぞれの業務内容と収益構造の分析を行う。次

に事例研究として、前述の採用基準を基に選んだ 2 社について、ビジネスモデルを整理

して成功要因を分析している。そして、成功要因の分析を通じて明らかになった要素と

しては、「裁定取引を行うこと」「独自の付加価値を生み出し、顧客が得た利益の一部を対

価として受け取ること」「大企業が模倣し難い戦略に特化した仕組みを構築すること」という 3点

が特に重要になっているという考えに至った。また、具体的な取り組み内容については、異業

種では既に行われている事例の応用が多いことが分かった。 

提案においては、2 つのビジネスモデルを提案し、それぞれの具体的手法や競合参入など

の懸念事項について分析している。1 つ目の「不動産特定共同事業法に基づく投資商品の提

供」では、現在の主たる不動産の小口化手法である SPC を用いたスキームでは対応できな

い、相続税対策や小規模不動産の小口化といったニーズに対応する、不動産の小口化投資

商品を活用したビジネスを提案している。2 つ目の「低コスト型マンション取引プラットフォーム

事業」では、中古不動産取引の際に不動産仲介業者が負担する労働的コストやリスクと、実際

に受領する手数料の乖離が最も大きいと思われる中古マンション取引にターゲットを絞ったビ

ジネスを提案している。またいずれの提案についても、前述の成功要因を基に実行段階にお

ける修正をしながら事業を進めていくことが重要であると考える。 

最後に結びとして、これらのビジネスモデルのヒントが異業種や他国の事例の中にあったこ

とから、多様な情報を柔軟な発想を以って取り込んでいくことの重要性について記述してい

る。 
 
 
 
 
 
 


